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年度目標４
① キャンパスと学部の広報効果を検証し、広報業務の一元化と効率化を進める。
② 留学生対象オープンキャンパスを実施する。

③ 高大連携機能を強化し、高校側の実態やニーズの把握を行い、大学での学び
の魅力を伝える取組を行う。

達成状況４
① 広報担当事務の一元化により、担当人員が各学部2-3人から全体で2人へと

簡素化された。また、出張講義等の情報が部局間で共有され、より効果的な派遣
が可能になった。さらに、HPへの掲載内容について部局間での情報共有がなさ
れた結果として、更新回数が合理化された。（H30年度159回→R1年度93回。）
広報のための教員派遣人数は、進学説明会7人,模擬講義27人,出張講義71人。

② 留学生OCの代替として、EM部が実施した東京での留学生説明会に教員を
派遣。
③ 県内高等学校3校との教育連携協定に基づき、探究学習について教員を派
遣し、学習相談員、発表指導員、審査員、運営委員等として協力。
教育連携協定に基づく教員派遣は38件（内訳は人社：6件、地教：15件、理：12

件、基盤：3件、理事：2件）。

４．入学志願者増加対策




